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現
在
、
重
信
町
で
は
毎
週

ニ
回
燃
え
る
ご
み
を
回
収
し

て
い
ま
す
が
、
ご
み
の
出
し

方
を
み
る
と
、
ル
ー
ル
が
守

ら
れ
て
い
な
い
集
積
場
が
多

く
あ
り
ま
す
。

ご
み
は
、
と
り
あ
え
ず
家

の
外
へ
出
し
て
し
ま
え
ば
い

い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。ご

み
を
出
す
人
の
責
務

は
、
ご
み
を
き
ち
ん
と
分
別

し
、
所
定
の
回
収
場
所
に
、
回

収
日
時
を
守
っ
て
出
す
ニ
と

で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
回
収

さ
れ
て
は
じ
め
て
そ
の
責
務

が
果
た
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
の
集
積
場
は
、

各
地
域
で
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
ご
み
を
出
す
人
み
ん
な

が
協
力
し
、
常
に
清
潔
に
し

$
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rあなたの心が之うさせるの'?J ~燃えるごみ編~

V燃えるごみの中に割れた

ガラスが入っていて、作業

員が誤ってけがをしました。

企燃えるニeみ以外のものが入っている場合

回収しません。出した人は
持ち帰って下さい。

,;1 

J 
企看板で注意して

いるにも関わらず

不燃物が

出されていまも

‘回収車の中にたまった水D
台所からでるごみの50%は

水分です。
水切りは十分に/

ぺ燃
え
る
ご
み
の
指
定
袋
机
度

ザ

…

導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す

一
生
活
様
式
の
多
様
化
に
伴
つ

一
て
、
年
々
ご
み
の
量
が
増
加
し

+

て
い
ま
す
。

一
重
信
町
で
は
、
現
在
こ
の
増

一
え
続
け
る
ご
み
の
減
量
化
と
適

一
正
な
処
理
の
た
め
、
そ
の
第
一

一
段
階
と
し
て
燃
え
る
ご
み
の
指

…定
袋
制
度
導
入
を
検
討
し
て
い

一
ま
す
。地

球
環
境
の
破
壊
が
進
ん
で

い
る
な
か
で
、
私
た
ち
一
人
一

人
が
環
境
保
全
の
た
め
で
き
る

こ
と
は
、
省
資
源
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
ご
み
の
減
量
化
で
す

o

'
せ
め
て
今
の
環
境
を
、
次
の
世

十
代
に
引
き
継
い
で
行
く
た
め
に

一
も
、
こ
の
制
度
を
導
入
し
、
ご

一
み
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図

一
り
、
環
境
負
荷
の
軽
減
に
寄
与

…す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
責
務
で

一
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

、 導

図環与
る境空
負 T
荷 L
のて
軽
滅
を

二
、
ご
み
処
理
作
業
の
安

全
性
を
確
保
し
、
ひ

い
て
は
ご
み
処
理
費

用
の
軽
減
を
図
る

:みに関するお問い合わせ先 牧場民活務長境課 程Fち64・.2001 俄)

不
燃
物
等
の
混
入
は
、
現
場

作
業
員
が
危
険
な
だ
け
で
な

く
、
施
設
の
破
損
を
招
き
、
ご

み
処
理
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
分
別
を
徹
底
し
、

ご
み
を
減
量
す
る
こ
と
で
、
ご

み
処
理
費
用
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。指

定
袋
制
度
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
、
現
在
、
袋
の
大
き
さ
、

配
布
枚
数
、
配
布
方
法
等
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

実
施
前
に
は
、
各
地
区
に
て
説

明
会
を
行
う
予
定
で
す
の
で
、

是
非
ご
出
席
下
さ
い
。

金ふ

.--
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9 月 1 日は r防災の日』
日月30日-9 月 5 日 Iël: r防災週間」

一身を守る備えと行動一
平穏な日常生活を突然襲う大地震。その発生を事前に
予測することは困難です。しかし、地震が起きたときに
一人一人が適切な行動をとる二とで、被害を最小限に
食い止めることはできるはずです。いざというときに
落ち着いて行動するためには、日ごろから震災に対す
る心構えと備えを万全にしておかなければなりません。

ク.ラッとくる

前に準備する

家
族
で
「
防
災
会
議
」
を
聞
こ
う

大
地
震
の
際
、
あ
わ
て
ず
に
行

動
で
き
る
よ
う
、
ふ
だ
ん
か
ら
次

の
こ
と
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し

ト
ふ
、
っ
，
。

①
家
の
中
で
ど
ん
な
所
が
安
全
か

②
非
常
持
ち
出
し
袋
に
何
を
入

れ
、
ど
こ
に
置
く
か

③
避
難
す
る
と
き
、
だ
れ
が
何
を

持
ち
出
す
か

④
火
元
を
だ
れ
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る

カ
⑤
消
火
器
、
救
急
医
薬
品
、
非
常

食
な
ど
を
だ
れ
が
点
検
し
て
お

/
¥
A
M
 

⑥
避
難
路
や
最
終
的
な
避
難
場

所
、
連
絡
方
法
を
ど
う
す
る
か

こ
う
し
た
事
項
に
つ
い
て
、
家

族
の
役
割
分
担
を
含
め
て
考
え
て

お
き
ま
す
。
避
難
路
や
避
難
場
所

は
地
域
ご
と
に
指
定
さ
れ
て
い
る

の
で
、
確
認
を
か
ね
て
一
度
は
歩

い
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
畳
の

場
合
と
夜
の
場
合
、
職
場
や
学
校

な
ど
、
家
族
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ

て
い
る
と
き
の
こ
と
を
考
え
て
、

確
実
に
連
絡
し
合
え
る
方
法
を
決

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
自
分
の
血

液
型
や
避
難
場
所
、
親
戚
・
知
人
の

連
絡
先
な
ど
を
書
い
た
「
避
難
カ

ー
ド

L

を
家
族
全
員
で
携
帯
す
る

の
も
一
案
で
す
。

防
災
訓
練
へ
の
参
加

例
え
ば
、
火
災
が
発
生
L

た
と

き
に
消
化
器
の
使
い
方
が
分
か
ら

な
け
れ
ば
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま

せ
ん
。
ふ
だ
ん
か
ら
地
域
や
職
場

な
ど
で
行
わ
れ
る
防
災
訓
練
に
参

加
し
て
、
初
期
消
火
、
避
難
方
法

な
ど
非
常
時
の
防
災
行
動
力
と
知

識
を

.

身
に
付
け
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
す
ρ

揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
机
や
テ
ー
ブ
ル
の

下
に
身
を
隠
し
、
身
近
な
座
ぶ
と
ん
な
ど

で
頭
部
を
保
護
し
ま
す。
ド
ア
や
窓
を
開

け
て
脱
出
口
を
確
保
す
る
こ
と
も
大
切
。

す
ぐ

に
戸
外
に
飛
び
出
す
と
、
五
や
ガ
ラ

ス
、
外
壁
な
ど
が
落
ち
てく
る
こ
と
が
あ

る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
火
災
を
防
ぐ

使
用
中
の
ガ
ス
器
具
、
電
気
製
品
、
石

油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
は
直
ち
に
消
す
三
と

。

万
一
火
が
出
た
ら
、
あ
わ
て
ず
に
消
化
器

な
ど
で
ボ
ヤ
の
う
ち
に
消
し
止
め
ま
す。

手
に
余
る
よ
う
な
ら
大
声
で
近
所
の
人
に

応
援
を
求
め
ま
し
ょ
う。

浴
槽
に
水
を
た

め
て
お
け
ば

、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立

ち
ま
す
。

③
速
や
か
な
避
難

避
難
は
徒
歩
が
原
則
。
車
は
渋
滞
を
引

き
起
こ
し
、
消
火
・
救
援
活
動
の
妨
げ
と
な

り
ま
す
。
自
宅
を
離
れ
る
と
き
は
電
気
の

ブ
レ
ー
カ
l

を
切
り
、
ガ
ス
の
元
栓
を
閉

め
て
い
く
こ
と
。
崩
れ
や
す
く
な
っ
て
い

る
が
け
や
川べ
り
、
高
い
塀
や
建
物
に
は

近
よ
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
津
波
や
土

砂
崩
れ
の
危
険
が
あ
る
場
合
に
は
速
や
か

に
安
全
な
場
所
に
避
難
じ
ま
し
ょ
う
。

募集種目 資格 受付期間 試験期日

防衛大学校 高卒(見込)
1 次 11 月 16 ・ 17 日

2次 12月 17"'20 日
21 歳未満

防衛医科 男女 9月 17 日 1 次 11 月 2 ・ 3 日
大学校 2次 12月 4"'6 日

高卒(見込) 10月 15 日
1 次 10月 31 日

看護学生 22歳未満
女子 2次 11 月 23"'26 日

9月 12 日(木)午前9時~午後9時
函0120-025-550

高齢者の扶養、介護、独居、社会
参加等高齢者の人権問題に関す

るあらゆる相談(無料・秘密厳守)
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年
金
の
受
取
金
融
機
関

変
更
は
慎
重
に
/

年
金
を
受
け
て
い

る
方
が
、
転

居
な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合

は
「

住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」

を
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま

す
。

と

こ

ろ
が
、
受
取
金
融
機
関
だ

け
を
変
更
さ
れ
る
方
が
、
特
に
最

近
目
立
っ
て
増
え
て
き

て
い
ま

す
。社

会
保
険
庁
・

社
会
保
険
事
務

所
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ

た
届
書
を
迅
速
に
処
理
し

、
決
め

ら
れ
た
日

に
正
確
に
支
払
う

よ
う

努
力

し
て
お
り
、
こ
の
変
更
作
業

を
行
う
た
め
に
一
定
期
間
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

支
払
期
日
に
近
づ
い
て
か
ら
変

更
届
を
提
出
さ
れ
ま

す
と
、
変
更

前
の
預
貯
金
口
座
に
振
り
込
ま
れ

た
り
、
決
め
ら
れ
た
日
に
年
金
を

受
け
取
れ
な
か
っ
た
り
、
受
け
取

り
が
遅
く
な
っ
た
り
す
る
な
ど
、

皆
さ
ん
の
生
活
に
支
障
を
き
た
す

原
因
に
も
な
り
か
ね

ま

せ
ん
。

年
金
を
速
や
か
に
、
確
実
に
受

け
取
る
た
め
に
は
、
受
取
先
の
変

更
は
慎
重
に
し
て
下
さ
い
。

年
金
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

みんなで支える
長寿のよろこび

9月 15 日は「敬老の日」

9月 15---21 日は「老人保健福祉週間」

健
康
ひ
と
ロ
メ
モ寝
た
き
り
ゼ
ロ
へ
の
m
か
条

平
成
七
年
八
月
に
行
わ
れ
た
世

論
調
査
「

高
齢
者
介
護
」

(
総
理
府

広
報
室
調
査
)
に
よ

る

と
、
「

自
分

自
身
が
老
後
に
寝
た
き
り
や
痴
呆

症
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
、
と
不

安
に
思
う
こ
と

が
あ
る
か
」

と
い

う
問
い
に
対
し

、

「
あ
る

」

と
答
え

た
人
の
割
合
は
七
割
近
く
に
も
な

り

ま

し
た
。
や
は
り
、
老
後
の
健

康
に

つ
い
て
、
皆
さ
ん
関
心
が
あ

る
よ

う
で
す

。

し

か
し

、

「
高
齢
に

な
れ
ば
寝
た
き
り
に
な
る

」
と
い

う
の
は
昔
の
話
で
す
。
現
在
で
は
、

寝
た
き
り
の
か
な
り
の
部
分
は
、

適
切
な
介
護
と
訓
練
に
よ

っ
て
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

寝
た
き

り
を
予
防
す
る
た
め
の

要
点
を
左
に
掲
げ
ま
し
た
の
で
参

考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

第 1 条脳卒中と骨折予防寝たきりゼロへの第一歩 寝たきりの主な

原因となる脳卒中と骨折を防ぐことから、寝たきり予防は始まり

ます。

第 2 条寝たきりは寝かせきりから作られる 過度の安静逆効果

第 3 条 リハビりは早期開始が効果的始めようベッドの上から訓練を
"いせ勺

第 4 条 くらしの中でのリハビリは 食事と排進、着替えから 基本的

動作である食事、排池、着替えなどを、なるべく元気なころと同じ

ように行うようにしましょう。

第 5 条朝おきて 先ずは着替えて身だしなみ寝・食分けて 生活に

メリとハリ 特に外出の予定がなくても、朝起きたら着替えて身

だしなみを整えましょう。また、寝る場所と食事をとる場所を分け

るなど生活にメ 1 ) ハリをつけることが肝心です。

第 6 :条 「手は出しすぎず 目は際さず」が介護の基本

大切に
いす

第 7 条ベッドから移ろう 移そう車椅子行動広げる 機器の活用

寝たきり状態から自立するには、さまざまな福祉機器の活用が効

果的です。

第 8 '条手すりをつけ

住まいの改善
奇句 そ

第 9 条 家庭でも社会でもよろニぴ見つけみんなで防ごう閉じ込もり

第1日条進んで利用機能訓練デイ・サービス 寝たきりなくす人

の和地域の輪

自立の気持ちを

アイデア生かした住みやすく段差をなくし

愛
媛
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
で
は
、
地
域
住
民
一
人

一
人
が
健
康
に
関
す
る
自
己
責

任
の
自
覚
と
認
識
を
深
め
、
健

康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
、
健
康
づ
く
り

標
語
の
募
集
を
行
い
ま
す

。

ふ

る
っ
て
ご

応
募
下
さ
い
。

募
集
内
容

健
康
づ
く
り

標
語
。
(
応
募
数

は
自
由
)
運
動
、
栄
養
、
歯
等
テ

ー
マ
は
自
由
で
す
。

応
募
先

役
場
福
祉
課

応
募
締
切
日

九
月
二
十
五
日

作
品
に
は
住
所
、
氏
名
、
年

齢
を
明
記
し

て
下
さ
い
。
(
用
紙

の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
)

選
考
の
結
果
、
入
選
さ
れ
た

方
に
、
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
す
。
(
入
選
数
・

県
内

で
二
十
点
)

な
お
、
入
選
作
品
は

、

国
保

関
係
広
報
誌
等
に
掲
載
し
、

広

く
健
康
づ
く
り
啓
発
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。

10月は e石か宅島宅泡〆叡E々忠信泡ぺ泡〆@高年齢者雇用促進月間です
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お

年

お
年
寄
り
ゃ
心
身
に
障
害
が
あ

る
方
に
対
し
て
は
、
各
種
の
社
会

保
障
を
充
実
す
る
一
方
、
税
金
の

面
で
も
い
ろ
い
ろ
な
特
典
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

一
、
お
年
寄
り
本
人
が
受
け

ら
れ
る
特
例

ハ
門老
年
者
控
除

所
得
税
は
、

一
年
間
の
所
得
金

額
か
ら
基
礎
控
除
や
扶
養
控
除
な

ど
の
所
得
控
除
を
差
し
引
い
た
金

額
に
税
率
を
掛
け
て
計
算
し
ま
す

が
、
こ
の
所
得
控
除
の

一
つ
と
し

て
老
年
者
控
除
が
あ
り
ま
す
。
納

税
者
本
人
の
年
齢
が
六
十
五
歳
以

上
で
、
合
計
所
得
金
額
が
一
、0
0

0
万
円
以
下
の
場
合
に
所
得
金
額

か
ら
五
十
万
円
が
控
除
で
き
ま
す

。

同
公
的
年
金
等
控
除

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の

金
額
は
、
公
的
年
金
等
の
収
入
金

額
の
合
計
額
か
ら
公
的
年
金
等
控

通ι‘ 5 

寄
。

と

除
額
を
差
し
引
い
て
計
算
し
ま
す

が
、
年
齢
が
六
十
五
歳
以
上
の
方

の
場
合
は
、
次
の
と
お
り
六
十
五

歳
未
満
の
方
よ
り
控
除
額
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

受給者の年齢
1 年間の公的年金等の

公的年金等控除額
収入金額の合計額 (A) 

260万円以下 140万円

65歳以上の方
260万円超 460万円以下 (A)x25%+ 75万円
460万円超 820万円以下 (A)X 15% + 121万円
820万円超 (A)X 5%+203万円

130万円以下 70万円

65緩未満の方
1 30万円超 410万円以下 (A)x25%+ 37万5千円
410万円超 770万円以下 (A)X 15%+ 78万5千円
770万円超 (A)X 5%+155万5千円

同
マ
ル
優
な
ど
の
利
子
の
非
課
税

年
齢
が
六
十
五
歳
以
上
の
方

は
、
マ
ル
優
、
特
別
マ
ル
優
、
郵

便
貯
金
の
利
子
の
非
課
税
制
度
を

利
用
で
き
ま
す

。

ニ
、
お
年
寄
り
を
扶
養
し
て

い
る
方
が
受
け
ら
れ
る
特
例

配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
の
対

象
と
な
る
親
族
が
七
十
歳
以
上
の

障

者

と

場
合
の
配
偶
者
控
除
額
や
扶
養
控

除
額
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
一
人

当
た
り
三
十
八
万
円
に
代
え
て
四

十
八
万
円
を
所
得
金
額
か
ら
差
し

引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
扶
養
控
除
の
対
象
と
な

る
お
年
寄
り
が
、
納
税
者
や
そ
の

配
偶
者
の
父
母
や
祖
父
母
な
ど
の

直
系
尊
属
で
、
同
居
を
常
況
と
し

て
い
る
と
き
は
、
さ
ら
に
十
万
円

を
加
算
し
た
五
十
八
万
円
を
差
し

引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
、
障
害
者
本
人
が
受
け
ら

れ
る
特
例

ハ
門所
得
税
の
障
害
者
控
除

納
税
者
本
人
が
障
害
者
で
あ
る

と
き
は
、
障
害
者
控
除
と
し
て
二

十
七
万
円
(
特
別
障
害
者
の
と
き

は
三
十
五
万
円
)
を
所
得
金
額
か

ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
マ
ル
優
な
ど
の
利
子
の
非
課
税

障
害
者
は
、
六
十
五
歳
以
上
の

方
と
同
じ
よ
う
に
マ
ル
優
、
特
別

マ
ル
優
、
郵
便
貯
金
の
利
子
の
非

課
税
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

同
相
続
税
の
障
害
者
控
除

相
続
人
が
障
害
者
の
と
き
は
、

七
十
歳
に
な
る
ま
で
の
年
数
一
年

に
つ
き
六
万
円
(
特
別
障
害
者
の

税
と
き
は
十
二
万
円
)
が
障
害
者
控

除
と
し
て
、
相
続
税
額
か
ら
駆
除

さ
れ
ま
す
。

四
、
障
害
者
を
扶
養
し
て
い

る
方
が
受
け
ら
れ
る
特
例

ハ門
所
得
税
の
障
害
者
控
除

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
の
対
象

と
な
る
親
族
が
、
障
害
者
で
あ
る

と
き
は
、
障
害
者
控
除
と
し
て
一

人
当
た
り
二
十
七
万
円
(
特
別
障

害
者
の
と
き
は
一
人
当
た
り
三
十

五
万
円
)
を
納
税
者
の
所
得
金
額

か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す

。

同
特
別
障
害
者
と
同
居
し
て
い
る

場
合
の
配
偶
者
控
除
及
び
扶
養
控

除
付
の
特
別
障
害
者
が
、
同
居
を

常
況
と
し
て
い
る
と
き
は
、
配
偶

者
控
除
及
び
扶
養
控
除
は
、
通
常

の
控
除
額
に
三
十
万
円
を
加
算
し

た
金
額
を
所
得
金
額
か
ら
差
し
引

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

S月の納税
国民健康保険税

第3期

納税期限

9月 30 日(月)

“時は今、継続雇用の65歳"

日
赤
重
信
町
分
区
で
は
、
五

月
に
行
っ
た
社
員
増
強
運
動
の

還
元
事
業
と
し
て
、
日
赤
愛
媛

県
支
部
・
松
山
赤
十
字
病
院
の

協
力
で
「
赤
十
字
巡
回
健
康
講

座
」
を
開
催
い
た
し
ま
す

。

お

気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時九

月
二
十
五
日
附

午
後
一
時
l

四
時
三
十
分

場
所町

民
会
館
大
ホ
ー
ル

内
容講

演
「
骨
組
し
よ
う
症
に
つ

い
て
L

検
尿
・
血
圧
測
定
・
血
液
型

判
定

そ
の
他
健
康
相
談

主
催日

本
赤
十
字
社
重
信
町
分
区

日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部

松
山
赤
十
字
病
院

愛
媛
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課

箇
九
六
四
l

二
O
O

一
刊

(
内
線
二
五
三
)

例制定νæro:法制々泡〆酪匂
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問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

保
健
婦
直
通
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冨
九
六
四
l

四
一
七
O

ま
た
は冨

九
六
四
l

二
O
O

一
的

(
内
線
三
一
一
・
三
一
一
一
)

‘.. ・・

-".. ・・

一…. 
~ 

-ふ~

前
立
腺
は
、
男
性
特
有
の
病
気

で
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
五
十

歳
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
、
「
原
の
回
数

が
多
く
な
る
」
「
尿
が
出
に
く
く
な

る
」
な
ど
の
症
状
が
で
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
症
状
だ
け
で

は
、
「
前
立
腺
肥
大
症
」
と
の
区
別

が
で
き
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
も

、

早

期
発
見
・
早
期
治
療
が
重
要
で
す
。

ぜ
ひ
、
年
に
一
度
は
、
検
診
を

受
け
て
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
し
ま
し

ト
。
、
「
ノ
。

9月はガン征圧月間

月 日 場所 時間 対象 料金 検診内容 申し込み方法

保健婦ま

10月 2 日 13: 00"-' ' 55歳以上
問診 で直接電

町民会館 200円 血液検査 話でお申
体) 14:00 の男性

直腸診 し込み下

さい。

健
康
づ
く
り
ス
ク
ー
ル

健
康
な
時
か
ら
、
自
分
の
身
体

の
状
態
を
知
り
、
病
気
に
な
り
に

く
い
身
体
を
つ
く
る
為
に
、
日
頃

よ
り
、
「
栄
養
・
運
動
・
休
養
」
に

心
が
け
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
は
大
切
で
す
。

「
健
康
チ
ェ
ッ

ク
は
健
康
管
理
の

第
一
歩
」
を
テ
l

マ
に
、
下
記
の

と
お
り
健
康
づ
く
り
ス
ク
ー
ル
を

開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
お
越
し
下
さ
い
。

対
象
重
信
町
在
住
の
方

料
金
無
料

場
所
町
民
会
館

申
し
込
み
方
法
事
前
に
お
申
し

込
み
下
さ
い

。

回 日 時 内 容 購 師

10月 3 日(木) 講義
松山市民病院

13:30 ,,:,-, 
一脳健診と脳卒中ー

脳神経外科医長

15:00 山本祐司

10月 8 日側 講義 国立病院四国がんセンター

2 13:30'" 一増えています/人工透析ー 泌尿器科医長

15:00 (尿検査からわかる病気いろいろ) 住吉義光

10月 15 日快) 講義・実技 愛媛県レクレーション協会

3 13:30'" ーためていませんか、ストレスー 事務局長・レクレーションコーデイネーター

15:00 (生活を10倍楽しくする方法) 黒田美勢子

10月 21 日(月) 講義・実技 スポーツクラブトゥモロー

4 13: 30'" 一運動不足になっていませんか/ー 健康運動指導士

15:00 (体力チヱツクと運動習慣) 浅海久美

ー
今
年
、
ま
だ
健
診
を

す
ま
せ
て
い
な
い
方
ヘ
ー

今
年
、
ま
だ
健
診
を
受
け
て
い

な
い
方
は
、
左
記
日
程
で
実
施

し
ま
す
の
で
受
診
し
て
下
き
い
。

今
年
度
は
、
こ
れ
が
最
終
の

機
会
と
な
り
ま
す
。

子
r::!:I 
昌

け
L、

が

乳 iや
が
ん
検
診

日
時

十
月
十
八
日
幽

午
後
一
時
1

二
時

町
民
会
館

三
十
才
以
上
の
女
性

場
所

対
象

料
金・

子
宮
け
い
が
ん
検
診

・
礼
が
ん
検
診

五
百
円

百
円

e々泡々ゆ屯島信泡々泡〆'õ)$-匂ゆ匂

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

日
時

十
月
十
七
日
同
・

十
八
日
働

午
前
八
時
四
十
分1
十
時

町
民
会
館

四
十
才
以
上
の
住
民

普及慌進月間で

場
所

対
象

料
金・

胃
が
ん
検
診
八
百
円

・
大
腸
が
ん
検
診
四
百
円

@
胃
が
ん
検
診
を
受
け
る
方
は

前
日
の
午
後
九
時
以
降
、
絶



ポ

リ

オ

予
防
接
種
を
よ
り
安
全
に
受
け

る
た
め
に
は
、
保
護
者
の
方
が
、

予
防
接
種
に
つ
い
て
よ
く
理
解
さ

れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ポ
リ
オ
予
防
接
種
に
つ
い

て

は
、
予
防
接
種
手
帳
・

「
予
防
接
種

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
ま
た
は
「
予
防

接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」
を
よ

く

読
み
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
質
問

1
V
宇
ナ
し
ょ
、
フ
。

予
防
接
種
を
受
け
る
際
に
は
、

以
下
の
点
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

①
予
防
接
種
手
帳
(
予
診
票
)
・
母
子

手
帳
が
必
要
で
す
。
(
受付
で
母

1 

予

防

接

種

子
手
帳
を
提
示
し
て
下
さ
い
。
)

予
防
接
種
手
帳
は
、
出
生
、
転

入
届
時
等
、
福
祉
課
ま
た
は
、
保

健
婦
室
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

※
必
ず
母
子
手
帳
を
ご
持
参
下
さ

②
病
気
な
ど
で
、
主
治
医
を
お
持

ち
の
方
は
事
前
に
相
談
し
、
指

示
を
受
け
て
下
さ
い
。

③
料
金
は
無
料
で
す
。

※
予
防
接
種
に
つ
い

て

、
ご
不
明

な
点
は
、
福
祉
課
保
健
婦
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

.. -
--・・ t二 Iiiif・・
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場
ゃ
そ
う
カ
ル
シ
ウ
ム

防
ご
う
骨
組
し
よ
う
症

六
月
五
日
附
、
横
河
原
公
民
館

で
健
康
づ
く
り
料
理
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

二
十
七
人
の
方
が
参
加
さ
れ
、

骨
組
し
よ
う
症
に
つ
い
て
勉
強

し
、
カ
ル
シ
ウ
ム
強
化
食
を
作
り
、

楽
し
く
試
食
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
の
お
一
人
、
S

さ

ん
は
、
寸
私
は
、
膝
が
痛
く
て
二
週

間
に
一
回
リ
ハ
ビ
リ
に
通
っ
て
い

ま
す
。
私
も
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
は

と
て
も
実
感
し
て
い
ま
す
。
薬
で

補
う
よ
り
も
、
食
事
や
普
段
の
生

活
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
る
方

が
、
理
想
的
で
す
ね
。
私
は
毎
日

牛
礼
を
飲
ん
で
い
る
ん
で
す
よ
。

本
当
に
、
今
日
は
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
」
と
笑
顔
で
感
想
を
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
下
記
の
と
お
り
健
康
づ

く
り
料
理
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ご
参
加
下
さ
い
。

申
し
込
み
先

地
区
衛
生
委
員
、

保
健
婦
ま
で

日 時 場 所 準備物 内 容 担当

10月 1 日制
上樋集会所

1.骨粗しよう症についての

10:00---12:30 エフ.ロ ン
理解

①原因、症状、治療と予

11 月 12 日凶
田 窪公民館

タツ/'\ー 防

10:00---12:30 タ オ Jレ ②運動のすすめ 栄養士

筆記用具
2.カルシウム強化のため

平成 9年 2 月 5 日附
西岡 集会所

の作戦 保健婦
10:00---12:30 運動のでき る ①カルシウムの多〈含ま

服装
れている食品・調理法

3 月 6 日同
牛 測集会所 ②カルシウム強化献立

10:00---12:30 (調理と試食)

飲
食
・

禁
煙
で
す
。

大
腸
が
ん
検
診
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
事
前
に
お
申
し
込

み
下
さ
い
。

申
し

込
み
期
限

十
月
四
日

申
し
込
み
先
保

健
婦

'~ ~誌労者，

つ病
別名りj、児マヒ。といい、ポリオウイルスに

感染すると 100人中 5-6人はかぜの様な症
い 気

状、発熱、頭痛、幅吐が現れ、まれに運動麻
てに

療がおこります。

と予 経口服用 し ます。弱毒化された安全なワクチ

反副 接防 ンですがまれに麻療をおこすことがありま

応種 す。 (100万人に1人程度)

対 1 回目 H8年2月'"'"H 8年6月生まれの児
象 2回目 H7年7月'"'"H 8年 1 月生まれの児
者 及び90ヵ月未満の未接種児

日 1 0月 22 日 (火)手呈

備 下痢 ・曜日土をしているとできません。

考 毎年5月と 10月に実施

そ 場 所 町民会館

の 受付時間 午後2時-2時30分
他 持 参 品 母子手帳、予防接種手帳(予診票)、印鑑

Cこコ

10月は中小企業.

cコ þ'-，

基
本
健
康
診
査

@包ゆ宅ルÓ)Vrゆ偶ノ叡~

検
査
日

十
月
二
十
四
日
附

午
前
九
時
三
十
分
i

十
二
時
三
十
分

内
容
(
問
診
・

身
体
計
測
・

血

圧
測
定
・

検
尿
・

血
液
検
査
)

〈
必
要
な
人
〉

眼
底
検
査
・
心
電
図

H
b
A
I
C

(糖
尿
病
検
査
)

診
察
日

十
一
月
七
日
耐

午
前
九
時
三
十
分
i

十
一
時
三
十
分

内
容
(
医
師
・

保
健
婦
・
栄
養

士
に
よ
る
診
察

・

相
談
)

場
所

町
民
会
館

対
象

四
十
才
以
上
の
住
民



申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
内
会
館
内

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

冨
九
六
四
1

一
五
O
O

刊

白
戸
正
明
・
里
帰

D

個
展

独
特
の
色
彩
と
フ
ォ
ル
ム

の
洋
画
家
白
戸
正
明
さ
ん
。

あ
る
時
は
溢
れ
ん
ば
か
り

に
、
あ
る
時
は
秘
や
か
に
描

か
れ
る
世
界
。

ふ
る
さ
と

重
信
で
の
初

め
て
の
個
展

で
す
。

与-一一-ι ー「太陽のある地球讃歌」

日
時

十
月
一
日
閃
1

七
日
間

午
前
九
時
l

午
後
九
時

(
た
だ
し
日
曜
日
は
午
後

五
時
ま
で
)

町
民
会
館
一
F

ロ
ビ
ー

会
場

経
歴一

九
四
七
年
重
信
町
山
之
内
生

。

現
在
、
松
山
市
に
在
住
。

太
平
洋
美
術
研
究
所
で
学
び
、

渡
仏
二
因
。

現
在
、
日
本
美
術
家
連
盟
会
員
、

県
展
審
査
員
、
愛
媛
県
美
術
会

ム
否
貝
。

サ
ロ
ン
・
ド
l

ト
ン
ヌ
展
、
ル


サ
ロ
ン
展
、
日
展
、
二
科
展
、

マ
ン
ト
・
ラ
・
ジ
ョ
リ
市
展
、
創

元
会
展
、
安
井
賞
候
補
推
薦
、

県
展
他
で
多
数
入
選

後
援重

信
町
教
育
委
員
会

中央料理教室品並

手大寿福

四国自然歩道を訪ねて一環13瀬戸風峠一
日 時 10月 1 日 伏)雨天延期

午前8時30分~午後4時
四国のみち(四国自然歩道)全長1545.

6kmの内、松山市五明から石手寺まで

の10.9km を 歩きます。
自然保護指導員 清家

無料
弁当・飲物・雨具・その他

35名(先着順)

9月 24 日(火)

重信町教育委員会

町内女性(職場が町内の方も可) 30名象対

10月 24 日(柑・ 11 月 14 日(桐 28 日附

12月 18 日(朴 1月 23 日嗣

午前9時30分一 12時

町民会館栄養指導室 、.~_)
季節に応じた家庭料理 d猛豪語軍要刊号為

3 ， 000円(材料費のみ) 判経~

松山シェフルール 高橋博子先生

程

間

所

，チn

'B" 

参加費

師

申込締切

日

時

講

場

内
一明先生

，チ割

合

講師

参加費

準備物
募集人数

申込締切

主催

内

9月 30 日(月)

十
月
二
十
六
日
(
第
四
土
曜
日
)

開
場
十
二
時
半
開
演
十
三
時

場
所
町
民

会
館
大
ホ
l

ル

入
場
料
前

売
り
五
O
O
円
(
当
日
六
O
O
円
)

主
催

子
供
ス
ト
レ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

後
援

重
信
町
教
育
委
員
会

・

重
信
町
文
化
協
会

愛
媛
大
学
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
部
は
、
昨
年
、
東
京
で
行

わ
れ
た
第
八
回
全
国
高
校
・
大
学
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
文
部
大
臣
賞
を
受
賞
、
こ
れ
ま
で
に
も
奨
励

賞
、
特
別
賞
な
ど
五
度
の
受
賞
歴
が
あ
りま
す
。
毎
年

十
二
月
に
松
山
で
行
う
定
期
公
演
も
今
年
で
十
二
回

目
に
な
り
ま
す
。

毎
年
、
新
し
い
も
の
に
挑
戦
し
、
踊
る
こ
と
が
素
直

に
大
好
き
だ
と
言

え
る
個
性
的
で
素
敵
な
仲
間
た
ち

が
重
信
に
や
っ
て
き
ま
す
。

当
日
、
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ

チ
と
ダ
ン
ス
の
講
習
会
も

あ
り
ま
す
の
で
、
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
運
動
で
き
る

l

i
4r

ヘ

服
装
で
お
越
し
下
さ

で
い
。
本
公
演
は
子
供

か
ら
大
人
ま
で
多
く

の
方
々
に
ダ
ン
ス
を

観
て
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま

す
。
ダ
ン
ス
の
魅
力

は
言
葉
や
国
境
や
人

権
を
越
え
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

れ
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
御
来
場

下
さ
い
。

合
田
園
九
六
四
l

一
七
二
七

詳しくは愛媛弁匙士宮まFし

日
時

f予定""宅。守ヲ~(<1ノ'":>3ノぽνむ正局】)b"L /ヨL日4

ノ
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プログラム
・シュ ーベル ト ピア ノ ソナタ
. フ。ロコ フィエフ

バイオリ ン とピアノのための r5つのメロデ ィ ー」

・ ドビュ ッシー ピアノのために

・ ブロ ッホ

バイオリ ン とピアノ のための組曲「パールシ ェム」

・グラナドス組曲「コeイ エ スカス」

(恋する男たち)より 「愛と死」

・ファリャ 舞踊組曲 「恋は魔術師」

1 1 月 3 日(日)
開演午後6時30分
(開場午後6時)

町民会館大ホール

2，000円(当日 2，500円)(小学生以上)

重信町・重信町教育委員会・
重信町文化協会

イ 長調

バイオリ ン はヤンネ ・ タテノ(舘野
泉氏令息、 1975年生。現在へルシ ン
キ音楽院でシル ッ カ ・ ク ー ラ・ニ ス
カネ ンに師事。 )

時

会場

入場料

主催

日

9 

年
舘野泉プロフィール

1960年東京芸術大学首席卒業後、 64年よりへルシ ンキ在住。 68年メシア ン ・ コ ン クール第2位。 同年よりシベ リウス ・
アカデミ ーの教授を務めたが81年以降フィ ン ランド政府より芸術家年金を受け演奏活動に専念。 76年フィンラ ン ド大

統領よ り獅子第一騎士勲章を授与される 。 驚異的なレパートリ ーの広さと、洗練された感受性豊かな音楽には常に高

い賛辞が寄せられ、 日本を代表する国際派ピアニストとして日 本、 北欧各国を始め、欧米、 旧ソ連、 オーストラリア、

アジア諸国などで既に2 ， 000回以上の コ ンサー 卜 を行い多くのファ ン を持つ。

記

念

サブイベント
音楽を交えたフィンランドのお話

~子供達との楽しい交流会~

ピアノ舘野泉 バイオリンヤンネ・タテノ

日時 11月 3 日(日) 午後1時一2時(開場12時30分)

場所 町民会館大ホール

入場料 子供 500 円 (小学生から高校生まで)

(当日 800円)

大人 1 ， 000円(当日 1 500円)

重信町・重信町教育委員会・重信町文化協会

(舘野泉氏を囲んでのレセプション)
日時 11月 3 日(日)午後8時30分- 10時

場所 高砂 (重信町田窪)

参加費 3000円

会場の都合もあり ますので、先着40名 ま でと

させてい ただき ま す。希望者は参加費を添え て

10 月 21 日(月) ま でに町民会館内文化協会事務局

門固までお申し込み下さい。

裁判を傍聴してみませんか?

リ

おム
民話 l
高カ32
団 L 、 7-

512? 
う L 、
座

絵
本
が
・・
・む
か
し

話
が
・
・
・教

科
書
の
中
の
作
品
が
・
・・そ
の
ま

ん
ま
劇
に
な

っ
ち
ゃ

っ
た
グ
動

く
絵
本
の
よ

う
な
楽
し

い
舞

台
。

(
短
い
お
話
や
歌を
音
楽
入

り
、
ク
イ
ズ
入
り
で
)朗
読
劇
っ

て
お
も

し

ろ
い
。

@屯泡々か包泡々泡々氾，ÕX与宅ゆ⑤

主催

十
月
二
十
七
日
(日
)

午
後
三
時

場
所
町

民
会
館
大
ホ
l

ル

参
加
費
会

員
制
(随
時
入
会可
)

主
催

重
信
お
や
こ

劇
場

後
援

重
信
町
教
育
委
員
会

重
信
町
文
化
協
会

連
絡
先

事
務
所

越
智
清
水

日
時

九
六
四
l

七
一
八
八

九
六
四
l

五
七
一
九

九
六
回
l

六
九

二
ニ
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知
っ
T
h
uま
守
か
っ
・

こ
め
雷
麓

『
コ
ー
ル
デ
‘
νル
3

ル
』

評
論
家
の
犬
養
道
子
さ
ん
が
、

あ
る
新
聞
に
、
「
人
権
思
想
の
基
礎

に
あ
る
も
の
」
と
い
う
題
で
、
人

権
教
育
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま

し
た
。
次
の
よ
う
な
内
容
で
す
。

人
権
尊
重
の
考
え
方
は
、
紀
元

前
千
三
百
年
ご
ろ
か
ら
現
わ
れ
、
現

在
に
至
る
ま
で
重
視
さ
れ
て
き
た
。

だ
の
に
、
人
聞
は
い
た
る
と
こ

ろ
で
争
い
、
戦
い
、
お
互
い
に
憎

み
つ
づ
け
る
。
な
ぜ
か
?

そ
れ
は
、
人
間
は
自
分
本
位
の

考
え
方
が
強
い
の
で
、
「
人
権
」
を

自
分
の
都
合
の
よ
い
よ
う
に
解
釈

す
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
人
聞
が
ど
ん
な
に
自

分
本
位
の
考
え
方
を
す
る
愚
か
な

存
在
で
あ
っ
て
も
、
「
自
分
に
と
っ

て
痛
く
?
勺
〈
悲
し
い
こ
と
は
、

他
人
に
と
っ
て
も
痛
く
つ
ら
く
悲

し
い
」
「
い
ま
、
自
分
が
さ
れ
た
く

な
い
こ
と
は
他
人
も
ま
た
、
さ
れ

た
く
な
い
」
と
い
う

真
理
は
、
す

べ
て
の
人
の
心
の
中
に
あ
っ
て
、

育
つ
日
を
待
っ
て
い
る
。

「
思
い
や
り
」
と
呼
ぶ
こ
の
気
持

ち
が
人
権
尊
重
の
基
礎
で
あ
り
、

そ
れ
を
育
て
花
を
咲
か
せ
る
の
は

家
庭
教
育
、
幼
児
教
育
の
在
り
方

に
か
か
っ
て
い
る
。
以
上
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
聖
書
の
中
に
「
黄

金
律
」
(
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
l

ル
)
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
何
ご
と
も
人
々
か
ら
し
て
ほ
し

い
と
望
む
こ
と
は
人
々
に
も
そ
の

と
お
り
に
せ
よ
。
」
(
マ
タ
イ
伝
七
章

十
二
節
)

ま
た
東
洋
で
は
、
「
論
語
」
の
中

お
の

に
、
「
己
れ
の
欲
せ
ざ
る
所
は
人
に

ほ
ど
二

施
す
な
か
れ
」
と
い
う

言
葉
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
は
、
「
自
分
が
人
か
ら
し
て

も
ら
い
た
く
な
い
ニ
と
は
、
人
に

し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
意
味

で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
あ
る
学
校
を
訪
問

し
た
人
が
、
「
校
則
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
L
と
聞
く
と
、
「
ゴ
ー
ル

デ
ン
ル
i

ル
が
校
則
で
す
」
と
い

う
返
事
が
か
え
っ
て
き
た
そ
う
で

す
。
そ
れ
は
、
「
自
分
が
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
う
二
と
を
他
人
に
し

て
あ
げ
な
さ
い
。
自
分
が
し
て
も

ら
い
た
く
な
い
と
思
う
ニ
と
は
他

人
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
」
と
い

う
内
容
で
あ
り
ま
す
。

誠
に
単
純
明
解
で
あ
り
ま
す

が
、
さ
て
、
実
行
と
な
る
と
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
犬
養
道
子
さ
ん
が
指

摘
す
る
家
庭
教
育
、
幼
児
教
育
の

在
り
方
が
問
題
と
な
り
ま
す
。

「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
も
」
の
た

と
え
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
家
庭

に
お
け
る
心
の
教
育
が
一
層
重
視

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同
時
に
、
子
ど
も
は
親
の
言
動

を
見
て
育
つ
も
の
で
す
か
ら
、
親

は
子
ど
も
の
良
き
モ
デ
ル
で
あ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
の
ル
ソ
!
と
い
う
人

は
、
「
人
聞
は
何
に
よ
っ
て
学
ぶ

か
L

の
問
い
に
、

ま
ず
「
人
聞
は
人
か
ら
学
ぶ
」

次
に
「
自
然
か
ら
学
ぶ
」

そ
し
て
「
環
境
か
ら
学
ぶ
」

と
答
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
「
親
の
生
き
方

L

は
、
決
定
的
な
ま
で
に
子
ど
も
に

影
響
を
与
え
ま
す
。

親
の
人
生
や
物
事
に
対
す
る
見

方
、
考
え
方
、
感
じ
方
、
対
応
の

仕
方
な
ど
、
「
親
の
生
き
方
」
そ
の

も
の
が

「
家
庭
教
育
の
教
科
書
」

で
あ
・
り
、
そ
の
時
間
割
は
「
二
十

四
時
間
休
み
な
し
」
で
あ
り
ま
す
。

重
信
町
で
は
、
部
落
差
別
を
は

じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
の
中
に
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル

ー
ル
」
を
根
付
か
せ
、
親
自
身
が

率
先
し
て
実
行
し
、
来
る
二
十
一

世
紀
へ
差
別
を
引
き
継
ぐ
こ
と
の

な
い
よ
う
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

鎗
局
窓
寄
付

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次

の
方
か
ら
金
一
封
を
寄
付
下
さ
い

ま
し
た
。
温
か
い
善
意
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
(
敬
称
略
)

〈
一
般
寄
付
〉

郷
土
芸
能
伊
予
万
歳
樋
口
紫
全

〈
香
典
返
し
〉

佐
伯
義
明
(
見
奈
良
)
亡
母
・
テ
ル
子

高
須
賀
ふ
き
子
(
上
林
)
亡
夫
・
審

丹
生
谷
利
楠
(
下
林
)
亡
母
・
タ
ネ
子

武
智
成
保
(
志
津
川
)
亡
父
・
成
彬

田
井
美
清
(
東
京
都
)
亡
母
・
ヤ
ス
子
(
横
河
原
)

玉
乃
井
シ
ズ
子
(
田
窪
)
亡
夫
・
勇

大
森
利
敬
(
下
林
)
亡
母
・
ク

7
ヨ

第
一
展
示
室
の
夏
は
、
ユ
ス

リ
カ
や
カ
ワ
ゲ
ラ
な
ど
水
生
昆

虫
を
モ
デ
ル
に
し
た
毛
針
(
ル

ア
l
)
と
そ
の
竿
(
フ
ィ
ッ
シ
ヤ

l
)。
そ
し
て
、
室
町
時
代
か
ら

の
手
業
「
折
り
紙
」
の
組
合
せ

展
示
で
す
。

折
り
紙
と
毛
針
展

異
質
の
出
会
い
が
か
も
し
だ

す
不
思
議
な
空
間
が
、
残
暑
を

忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
す

。

と
も
に
横
河
原
に
お
住
ま

い

の
山
木
栄
典
さ
ん
と
、
臼
潟
立

起
き
ん
の
手
の
ワ
ザ
。

@/õ)@/叙与信泡但@Æ必erb屯泡〆@(964)3'355 金山刑務所まで



平
成
九
年
度
の
町
立
保
育
所
入

所
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

入
所
資
格

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
、
次
の

理
由
の
た
め
家
庭
で
の
保
育
に
欠

け
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
。

ω
昼
間
に
家
庭
外
で
働
い
て
い
る
。

ω
昼
間
に
家
庭
内
で
子
供
と
離
れ

て
働
い
て
い
る

。

ω
妊
娠
中
か
出
産
後
、
聞
が
な
い
。

附
病
気
ま
た
は
心
身
に
障
害
を
有

す
る
。

ω
病
人
等
の
同
居
の
親
族
を
常
時

介
護
し
て
い
る
。

附
災
害
の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
。

入
所
手
続

申
請
書
は
、
役
場
福
祉
課
ま
た

は
各
保
育
所
に
あ
り
ま
す
。
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
役
場
福
祉

課
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

受
付
期
間

十
月
一
日
か
ら
十
一
月
二
九
日

ま
で
。
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施設名 電話

双葉保育所 964-2233 

南吉井保育所 964-2235 

南吉井第二保育所 964-3122 

拝志保育所 964-3003 

上林保育所 964-6111 

重信幼稚園 964-3092 

北吉井幼稚園 964-5952 

(
出
産
等
の
理
由
で
途
中
入
所

を
希
望
さ
れ
る
方
も
、
期
間
内
に

申
請
を
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
)

保
育
時
間

午
前
八
時
か
ら
午
後
四
時
ま

で
。
た
だ
し
、
特
に
必
要
と
認
め

る
場
合
に
限
り
、
早
朝
・
延
長
保
育

を
い
た
し
ま
す
。
(
た
だ
し
、
土
曜

日
は
正
午
ま
で
で
す
。
)

保
育
料

各
家
庭
の
課
税
状
況
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
役

場
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

支
』
い
。

冨
九
六
四
ー
二

O
O

一
附

(
内
線
二
五
三
)

施設位置図平
成
9
年
度
よ
り

3
才
児
保
育
開
始
/

重
信
町
に
は
町
立
幼
稚
園
が
二

カ
所
あ
り
、
平
成
九
年
度
か
ら
三

才
児
保
育
を
実
施
し
ま
す
。

入
国
資
格

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
在
住
し

て
い
る
幼
児
。
年
齢
は
次
の
と
お

り
で
す
。

O

一
年
保
育
(
五
才
児
)

平
成
三
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
四
年
四
月
一
日
の
聞
に
生

ま
れ
た
者

。

O

二
年
保
育
(
四
才
児
)

d九.

平
成
四
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
五
年
四
月
一
日
の
聞
に
生

ま
れ
た
者
。

O

三
年
保
育
(
三
才
児
)

平
成
五
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
六
年
四
月
一
日
の
間
に
生

ま
れ
た
者
。

諸
費
用

入
園
料
五
、

0
0
0

円

保
育
料
(
月
額
)
四
、
0
0
0

円

そ
の
他
の
諸
費
給
食
費
等

入
国
手
続

各
幼
稚
園
に
あ
る
入
国
願
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
幼
稚
園

に
提
出
し
て
下
き
い
。

受
付
期
間

十
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま

で
。

詳しくは

洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ

ン
な
ど
の
電
気
機
器
を
、
屋
外

や
水
気
の
あ
る
所
で
使
用
す
る

と
き
に
は
、
ア
ー
ス
線
を
取
り

付
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

ア
ー
ス
線
は
、
電
気
機
器
が

万
一
漏
電
し
て
も
、
電
気
が
大

地
に
流
れ
、
感
電
事
故
を
防
ぎ

ま
す
の
で
、
電
気
工
事
店
に
依

頼
し
て
、
必
ず
ア
l

ス
線
を
取

り
付
け
ま
し
ょ
う
。

財
団
法
人
四
国
電
気
保
安
協
会

②宅Y】々~シ~青島"Ðシ定患の
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女

性

塾

ご
み
処
理
問
題
学
習
会

八
月
五
日
、
町
内
の
ご
み
処
理

の
現
状
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
学

ぶ
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
生
活
環
境
課
長
か

ら
、
ア
ン
ケ

ー
ト
結

果
に
つ
い
て

詳
し
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
、
年
齢
と
も
ラ
ン
ダ
ム
に

実
施
さ
れ
、
行
政
へ
の
意
見
、
要

望
も
多
く
提
出
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。
数
字
的
に
は
ご
み
問
題

に
関
す
る
意
識
は
か
な
り
高
い
結

果
が
出
て
い
ま
し
た
が
、
現
実
は
、

も
う
少
し
厳
し
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
指

定
ご
み
袋
制
度
に
つ
い
て
の
検
討

委
員
会
を
開
催
、
各
公
民
館
に
出

向
い
て
説
明
を
行
い
、
試
行
、
定

着
後
完
全
実
施
予
定
と
の
お
話

に
、
住
民
の
意
志
を
尊
重
し
な
が

ら
、
熱
心
に
ご
み
問
題
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
て
い
る
様
子
に
安
心
致

し
ま
し
た
。

続
い
て
担
当
者
か
ら
リ
サ
イ
ク

ル
法
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
重
信
町
で
は
、
当
分
は
業
者

に
よ
る
一
括
収
集
、
埋
め
立
て
処

理
の
継
続
と
の
お
話
に
、
ビ
ン
、

缶
、
一
つ
か
ら
で
も
分
別
収
集
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
等
々
、
い
ろ

ん
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

ご
み
の
減
量
化
と
再
資
源
化
に

一
人
一
人

が
真
剣
に

取
り
組
ま

ね
ば
、
と

痛
切
に
感

ド
レ
ヰ4
F
l
v
h
~

。

(
女
性
塾

生
K
・

F
)

婦

人

4-
'ZE 

牛
乳
パ
ッ
ク
の
変
身

皆
さ
ん
は
牛
乳
パ
ッ
ク
か
ら
テ

ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
が
で
き
る
こ

と
を
御
存
知
で
す
か
。
そ
う
、
こ

れ
が
見
事
に
変
身
す
る
ん
で
す
。

ゴ
ミ
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る

婦
人
会
で
は
、
指
導
者
研
修
会
で
こ

の
変
身
仕
掛
人
で
あ
る
川
之
江
市

の
輝
祥
製
紙
を
見
学
し
ま
し
た
。

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
が
で
き

る
ま
で
の
十
数
工
程
の
中
に
は
、

牛
乳
パ
ッ
ク
の
両
面
に
貼
つ
で
あ

る
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
を
剥

が
し
て
パ
ル
プ
質
の
み
を
取
り
出

す
た
め
の
特
殊
な
作
業
な
ど
も
あ

っ
て
、
か
な
り
手
間
の
か
か
る
仕

事
の
よ
う
で
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
結
果
、
パ
l

ジ
ン
パ
ル
プ
製
と

遜
色
の
な
い
良
質
の
製
品
が
出
来

上
が
り
ま
す
。

そ
し
て
牛
乳
パ
ッ
ク
三
十
枚
で

三
1
四
箱
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ

ー
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

牛
乳
パ
ッ
ク
を
燃
え
る
ゴ
ミ
の

中
へ
「
ポ
イ
」
で
は
勿
体
な
い
で

す
ね
。
ち
ょ
っ
と
面
倒
な
よ
う
で

す
が
洗
っ
て
、
聞
い
て
、
乾
か
し

て
:
:
:
。
地
球
資
源
保
護
、
ゴ
ミ

減
量
を
目
指
し
て
、
み
ん
な
で
リ

ヘ

1
-

4

-

4

-

4

4

4

-

4

・
・
4

a
，
A
'

a
・
4

-

4

4

4

-

4

も

‘
;

4

4

4

-

4

a
・
4

-

4

-

4

-

4

も

+

4

4
J

…
な
く
そ
う
い
じ
め

…

一

j

い
じ
め
問
題
を
正
し
く
理
解
し
よ
う
j

一

一
「
昔
の
親
は、
子
供
が
け
ん
か
い
じ
め
に
対
し
て
、
こ
の
よ

一

一
に
負
け
て
帰
る
と
、
な
ぐ
さ
め
る
う
な
基
本
姿
勢
を
貫
く
と
す
れ

一

一
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
叱
っ
た
。
」
ば
、
次
の
よ
う
な
発
言
は
避
け

一

一
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
話
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一

一
合
っ
て
い
る
時
、
こ
う
い
う
発
・
い
じ
め
ら
れ
る
子
に
も
そ
れ

一

一
言
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
り
の
理
由
や
原
因
が
あ
る
。

一

一
今
の
子
は
弱
い
、
も
っ
と
た
く
・
大
人
の
社
会
に
も
い
じ
め
は

一

+
ま
し
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
み
ら
れ
る
。

+

十
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
・
い
じ
め
ら
れ
る
子
も
耐
え
る

一

一
か
し
、
こ
う
し
た
考
え
は
、
ぃ
力
を
身
に
付
け
る
べ
き
だ
。

…

一
じ
め
と
け
ん
か
を
混
同
し
、
ぃ
・
い
じ
め
は
、
子
供
の
成
長
に
と

一

一
じ
め
の
責
任
の
所
在
を
暖
昧
に
っ
て
必
要
な
場
合
も
あ
る
。

一

一
す
る
も
の
で
す
。
昔
の
親
は
、
「
け
ん
か
を
す
る

一

一

こ
こ
で
、
改
め
て
;
い
じ
め
。
な
。
」
と

言
う
よ
り
も
、
「
弱
い

一
腕

一
と
は
何
か
を
確
認
し
て
お
き
ま
者
い
じ
め
は
絶
対
に
す
る
な
。
」

一
間

一
し
よ
う
。
「
多
勢
で
一
人
の
子
を
や
っ
つ

町
時

一
い
じ
め
の
定
義
け
た
り
す
る
な
。
」
と
い
う
こ
と

一
側

一
①
自
分
よ
り
弱
い
者
に
対
し
を
強
く
言
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

一
剤

一

て
一
方
的
に
い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い

一
例

一
②
身
体
的
、

心
理
的
な
攻
撃
行
為
で
あ
り
、
だ
れ
よ

り
も
い

一
例

一

を
継
続
的
に
加
え
じ
め
る
側
が
悪
い
と
い
う
こ
と

一
!

一
③
相
手
が
深
刻
な
苦
痛
を
感
を

し

っ
か
り
踏
ま
え
た
発
言
だ

一
市

一
じ
て
い
る
も
の
っ
た
の
で
す
。

一

「

一

い
じ
め
を
こ
の
様
に
と
ら
え
弱
い
者
を
い
じ
め
る
こ
と
は

一
時

一
る
と
、
私
た
ち
は
、
い
じ
め
問
卑
怯
な
行
為
で
す
。
そ
し
て
、

一
一
旧

小
題
を
考
え
る
時
、
次
の
二
点
を
そ
れ
は
、
勇
気
の
な
い
人
問
、

十
劃

一
基
本
的
な
姿
勢
と
し
て
貫
か
な
臆
病
な
人
聞
の
す
る
行
為
で

一
覧

一
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
理
解
す
。

一
呆

J句
，
凋
ι
t

H
で
き
ま
す
。
い
じ
め
る
側
に
こ
そ
、
強
く

一
勧

一
・
い
じ
め
は
絶
対
に
許
き
れ
な
い。
生
き
る
力
、
勇
気
あ
る
行
動
を

一
労

一
・
だ
れ
よ
り
も
い
じ
め
る
側
が
求
め
る

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

一
は

一
悪
い
。
う
か
。

一
月-

nu 

r
+
a・4
も
+
骨
+
-i

+
A
V‘
，‘
i
a
l
o
&
i
-
4
4
4
-
+
‘
+
si
a
.
‘
v
o
+キ
+
+
A
:
‘
i
+

も
し

1
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イ
ク
ル
運
動
に
努
力
し
ま
し
ょ

う
。
現
在
ス
ー
パ
ー
フ
ジ
、
セ
ブ

ン
ス
タ
ー
の
入
口
に
牛
乳
パ
ッ
ク

の
収
集
箱
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、

リ
サ
イ
ク
ル
運
動
に
協
力
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
活
用
下

さ
い
。帰

途
立
ち
寄
っ
た
「
紙
の
ま
ち

資
料
館
」
で
は
、
は
が
き
作
り
で
手

漉
き
体
験
を
し
ま
し
た
。
押
花
や

色
を
散
ら
し
て
そ
れ
ぞ
れ
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
ハ
ガ
キ
が
完
成
し
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

(
書
記
小
山
桂
子
)

三 ι4すかふ13 

中
央
レ
デ
ィ
ー
ス
学
級

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

七
月
十
七
日
、
教
養
講
座
と
し

て
特
別
養
護
老
人
ホ
l

ム
「
ウ
ェ

ル
ケ
ア
重
信
」
を
見
学
、
学
習
し

ま
し
た
。

施
設
の
概
要
を
佐
々
木
信
也
施

設
長
さ
ん
よ
り
説
明
、
ま
た
施
設

も
見
せ
て
項
き
ま
し
た
。

「
ー

老
人
が
豊
か
に
過
ご
せ

一
h

る
た
め
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
必
要
で
す
。
何
の
お

手
伝
い
で
も
い
い
の
で
ボ

回

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
ほ
し

固

い
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
施

1
圃

設
長
さ
ん
の
言
葉
が
今
も

鮒
制

心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
里
圃

機
会
が
あ
れ
ば
私
も
参
』
圃

加
し
、
知
識
を
深
め
、
お

一%
J一

-
〆
J
J
-
-

役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て

J
KI

い
ま
す
。

露

目

学
級
生
も
こ
の
学
習
を

一
度
き
り
に
し
な
い
で
、
小
き
な

グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
と
広
が
っ
て
く
れ
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

八
月
七
日
は
、
体
力
チ
ェ
ッ
ク

と
健
康
体
操
を
行
い
ま
し
た
。

県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
指
導

員
の
松
田
学
先
生
に
昨
年
に
続
き

来
て
項
き
、
体
力
づ
く
り
に
つ
い

て
学
習
し
ま
し
た
。

準
備
体
操
の
後
、
閉
眼
片
足
立

ち
で
学
級
生
の
中
に
は
五
十
秒
近

く
も
立
っ
て
い
る
人
が
い
て
、
す

ば
ら
し
い
体
力
の
持
ち
主
だ
と
感

心
し
、
自
分
の
体
力
の
な
さ
を
改

め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

判
定
指
数
計
算
の
後
、
講
義
と

実
技
を
交
え
な
が
ら
身
体
の
鍛
え

方
、
歩
く
前
の
基
本
的
な
こ
と
も

学
習
し
ま
し
た
。

私
も
毎
日
少
し
で
も
続
け
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

(
委
員
長
安
永
カ
ヤ
子
)

新しい農業委員さんに次の方々が選ばれました。

農業委員さんは農業と農家の利益代表者です。農地の管理のことや農業経営のことなどわから
ないことがあればご相談下さい。

平成8年 7 月 20 日
平成 11年 7 月 19 日

役職 氏名 住所 電話番号 選挙・推薦 役職 氏名 住所 電話番号 選挙・推薦

￡zz 』 長 和国治樹 樋口 547 964-6587 議会推薦 委 貝 吉良照幸 見奈良930 964-3731 選 挙

会長職代理 樋ロ 正憲 南野田342 964-8498 選 挙 // 高須賀正幸 牛測742 964-0785 // 

委 貝 宮倉和良 志津川 1426 964-6481 // // 山内敏克 山之内27 964-8225 農協推薦

// 森 長昭 下林甲2126 964-2576 // // 森 博 下林甲 133-1 964-5957 選 挙

// 和田 隆夫 樋口 833 964-6675 // // 門田 賛 上村甲625-1 964-2685 // 

// 渡部 勝 田窪193 964-8077 // // 杉原 孝 山之内2692 964-5222 // 

// 池川 武志 北野田 133-1 964-9259 // // 和田豊重 西岡 1058 964-6989 // 

// 山内 光 上林甲 1677 964-8904 // 

働くみんなの安心保険ホ

自
至

ホ労働保険@宅島信ゆ宅泡々ゆ司立Mル古鳥⑤
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農林参観デー開催10月1国側・2目働

時間

内容

.緑化樹木の見本展示

庭園樹、花木、生垣樹、亜熱帯植物展示館

・交流広場
どてかぼちゃ重量あてクイズ

小動物とのふれあい広場

ネイチャーゲーム

樹木名あてクイズ

坪庭の作り方の実演

・緑化相談

緑化樹等の管理

.協賛展

盆栽の展示と即売

庭木・鉢物の展示即売

園芸用品

林業後継者による木工品

重信町婦人部による農産物の販売

主催 愛媛県(緑化センター)

愛媛県緑化センター
箇964-5527

午前9時~午後4時 (2 日は午後3時まで)

ところ愛媛県花き総合指導センター
冨964-5867

時間午前9時一午後4時 (2 日は午後3時まで)

展示内容

・新しい花、珍しい花の紹介

.温室、ほ場、パイテク施設等の実証展示

.花き品評会

・趣味園芸展

.フラワーデザイ ン展

いけばな展

・押し花展
.ハーブ展

行事内容

花の種プレゼント

.ポット苗フ。レゼント(両日先着500名)

.花と緑の相談コーナー

.フラワーオークション

・園芸ノ〈ザール

フラワーデザイン教室

・園芸資材展
ふるさと市コーナー及びバザー

.どてかぼちゃ展

主催 愛媛県(花き総合指導センター)

ところ

⑨唖雪) 9月 21 日(土)---9月 30 日{月)
(スローガン〕

締めましよう しっかりと

10月 1 日は事業所・企業統計調査。調査票が届いたら、一緒に

お渡ししました「調査票の記入のしかた」をご覧の上、もれ

なく記入してください。調査票は、折ったり、丸めたり、汚

したりしないようにお願いします。調~司会社M齢、学臥州事・

査票は10月 1 日以後、調査員が受け取り回轟事業所・企業
に伺います。ご協力をお願いいたしま戸平間年10月 1 日閃 l 

す。 目下旬肪髄肘鳩山訊
総務庁統計局 置姐県

-・1.面司匪書置国品圃rË_

心もベルトも

歯
の
健
康
づ
く

D
セ
ミ
ナt

成
壮
年
層
の
方
の
歯
と
歯
ぐ
き

の
健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い

ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
十
一
月
十
五
日
幽

午
後
一
時
三
十
分
i

三
時
三
十
分

町
民
会
館

場
所

内
容

O

講
演
「
自
分
の
歯
で
健
や
か
な
人
生
を

ー

8
0
2
0

を
め
ざ
し
て
」

構
師
松
山
中
央
保
他
所
医
監
笹
井
啓
史

O

歯
周
病
チ
ェ
ッ
ク

O

歯
の
健
康
相
談
等

金
婿
式
該
当

ご
夫
婦
追
加

広
報
八
月
号
に
掲
載
し
た
今
年

度
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦

の
名
簿
に
次
の
ご
夫
婦
を
追
加
い

た
し
ま
す
。
(
敬
称
略
)

〔
志
津
川
〕

佐
伯
進
・
シ
ゲ
子

松
本
博
隆
・
信
江

〔
見
奈
良
〕

菊
地
弘
艶
・
す
い
子

〔
田
窪
〕

渡
部
渡
・
ミ
サ
ヲ

〔
牛
測
〕

大
西
彰
彦
・
文
子

〔
下
林
〕

越
智
政
麿
・
幸
子
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重
信
中
学
校
の
英
語
指
導
助
手

ピ
l

タ
l

・
サ
!
シ
先
生
が
、
七

月
二
十
四
日
を
も
っ
て
二
年
間
の

英
語
指
導
助
手
生
活
に
ピ
リ
オ
ド

を
打
ち
ま
し
た
。
重
信
町
に
新
し

い
風
を
吹
き
こ
ん
で
く
れ
た
ピ
l

タ
l

先
生
、
い
つ
も
明
る
く
、
朗

ら
か
で
帰
国
後
も
日
本
と
の
関
わ

生
り
を
そ
続
け
た
い
と
語
っ
て
く

b
u
れ
ま
し
た
。

d
.

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
一
層
ご
活

.

躍
さ
れ
る
こ
と
を
、
そ
し
て
ま
た

い
つ
の
日
か
会
え
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
二
年

間
ご
苦
労
様
で
し

た
。

播
磨
台
団
地
・
上
樋
団
地

両
地
域
が
熱
望
し
て
い
た
、

「
二
本
木
み
ん
な
の
広
場
」

が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
平
成
八
年
度

宝
く
じ
助
成
を
受
け
、
進
め

て
い
た
も
の
で
、
照
明
施
設
、

遊
具
(
ブ
ラ
ン
コ
・
す
べ
り

台
)
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
用
具
一

式
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
よ
り
一
層
の
推
進
が
は

か
ら
れ
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

わ
ん
ぱ
く
広
場
野
外
キ
ャ
ン
プ

ι 15 

八
月
六
、
七
日
に
、

わ
ん
ぱ
く
広
場
団
員
四

十
名
が
、
山
之
内
小
学

校
跡
キ
ャ
ン
プ
場
で
、

一
泊
二
日
の
野
外
キ
ャ

ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
テ
ン
ト

張
り
・
水
遊
ぴ
・
野
外

炊
飯
、
夜
に
は
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
l

を
行
い

ま
し
た
。

一
一
日
目
は
、
川
で
水

遊
び
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

な
ど
を
行
い
、
楽
し
い

二
日
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

.,.., 

二本木
みんなの
広掲完成
(平蹴年度
宝くじ即蹴霞)

子
供
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
七
月

二
十
八
日
、
東

温
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
後
援

の
も
と
重
信
中
学

校
野
球
場
他
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

男
子
ソ
フ
ト
ボ
、

l

ル
は
二
十
一
チ

ー
ム
、
女
子
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
に
は
二
十
四
チ

ー
ム
が
参
加
し
、

日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
、
熱

戦
を
展
開
し
ま
し

た
。

女
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

A
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
上
村

準
優
勝
八
反
地

第
三
佐
田
窪
北

B

ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
下
林

A

準
優
勝
見
奈
良

第
三
位
志
津
川

A

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

A
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
横
河
原

A

準
優
勝
北
野
田
・
新
村

A

第
三
住
樋
口

B

ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
田
窪
南

準
優
勝
牛
測
団
地

第
三
住
田
窪
北

C

ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
下
林

A

準
優
勝
牛
測

第
三
位
志
津
川

A

J 、

窃
据
え
ん
ひ
っ

梅
雨
明
け
か
ら
炎
暑
の
毎
日
が

続
き
ま
し
た
ね
。

九
月
の
声
を
聞
く
と
、
気
分
的

に
は
幾
分
暑
さ
も
や
わ
ら
ぐ
気
は

す
る
の
で
す
が
・
:
(
と
い
っ
て
も

こ
の
原
稿
を
書
い
て
る
今
は
八
月

半
ば
。
)

夏
の
思
い
出
は
た
く
さ
ん
で
き

ま
し
た
か
?

さ

楽
し
い
思
い
出
を
胸
に
残
暑
厳下

し
い
(
は
ず
)
九
月
を
乗
り
切
り
ま
々

し
よ
う
。

協

実
り
の
多
い
秋
に
な
る
と
い
い



で
す
ね
。

e々泡得。匂砂~包忠信ゆ@1 
0 

町
制
伺
周
年
記
愈
特
集
号

記
事
町
正

町
制
的
周
年
記
念
特
集
号
の

「
重
信
町
刊
年
の
歩
み
」
の
記
事

中
、
。
昭
和
五
十
五
年
三
月
山
之
内

で
七
千
年
前
の
波
の
化
石
(
漣
痕
)

発
見
。
と
あ
り
ま
し
た
の
は
、
。
七

千
万
年
前
。
の
誤
り
で
し
た
。

ま
た
、
。
昭
和
六
十
三
年
三
月
重

信
町
誌
発
刊
。
と
あ
り
ま
し
た
の

は
、
。
増
補
。
の
誤
り
で
あ
り
、
重

信
町
誌
が
発
刊
さ
れ
た
の
は
、
昭

和
五
十
年
十
一
月
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。

J早期自己付1ム



I謹爾繁勝:;揮寝
日(躍) 行 事 名 時間 場所

健康づくり料理講習会(カルシウム食) 10:00-12:30 上樋集会所
1ω おとしより健康相談室(要予約)

『帽・・・ー曲ーーーーー

役場保健婦室14:00-16:00 
「白戸正明 ・里帰り個展J (-7 日まで) 町民会館lFロビー

2ç榊 前立腺がん検診 (55才以上の男性) 13:00-14:00 町民会館

3 (:利
健康づくりスクール①

13:30 -15: 30 町民会館
「脳健診と脳卒中」

4 幽
5 出
6(日) 当番医函村内科 置信町志津川冨964-2461

リハビリ教室 13:30-15:30 町民会館
7 伺) 離乳食学級

--ーーー ・ ・ ーーーーー 』ーーーーー'ー ・ー ーー

H8年6月・ 7月生まれの者
13:30-15:30 町民会館

8(刈
健康づくりスクール②

13:30-15:30 町民会館
「増えています人工透析」

9 閥 行政心配ごと相談所 13:00-15:00 町民会館
祝日 のためごみ収集休みます

10耐
不燃物収集日

皿ヶ嶺登山

当番医国立療蔓所愛媛病院 重信町繍河原冨964-2411

11幽

12出 獅子舞大会 13:30-16:30 町民会館

13(日) 埋当番葬聞医号;衰中換川病rrî院- ---- 一一一一一松-山L市南--梅- ---本ー町ー l箇関9一76昔-7-8t1e1 

14例)

健康づくりスク ル③ 横河113原3方0~b O| l 岡
15ω 「ためていませんか ストレス J 113:30-15:30I IllJ 民会館

移動図書館車運行(山之内 ・樋口 ・ 面)

16(羽
乳児健康診査

13:30-14:30 町民会館
(H7年12月及ぴH8年3月・ 6月生まれの者)

胃がん・大腸がん検診 (18 日まで)
7:30-9:30 町民会館

17附
(40才以上の住民)

ー ーーー・』 ーーーーー-ー

人権相談 10:00-15:0。 役場2階第l全議室
移動図書館車運行 (志津川・八反地・田窪団地・西岡方面)

18幽
子宮けいがん・礼がん検診

13:00-14:00 町民会館
(30才以上の女性)

19出

20(日)
当者F医八木耳a咽喉科・皮膚科 重信町牛湖冨964-5400
移動図書館車運行(田窪・堀池・牛洲・牛洲団地・上樋団地・播際台団地方面)

21伺)
健康づくりスクール④

13:30-15: 30 町民会館
「運動不足になっていませんか」
ポリオ予防接種
①H8年2月 1 日 -H8年6月 30 日生まれ

14:00-14:30 町民会館
22仰 ②H7年7月 1 日 -H8年1月 31 日生まれ

及び90ヶ月未満の未接種者

移動図書館事運行(野田 1丁目・新村・北野田・南野田方面)
23附

基本健康診査(検査日)
9:30-12:30 町民会館

24(柑 (40才以上の住民)
ー・ ー・・-------

心配ごと相談所 13:00-15:00 町民会館

不燃物収集日
25幽 1) /，“ピb回転量一一一ー 一一一m:~Q二!nQl~t民一吾話

移動図書館率連行(上村・下林方面)
26出

27(日} 麿当番葬P医雪景愛理媛控+JF一全医療学一院一附一属病一院一 i川一一内一町一一南一方一 l胃冨一966昔-50位11 
移動図書館車逆行(上林方面)

28伺)
粗大ごみ収集日

健康相談〈各地区〉

29(刈 健康相談〈各地区〉

30(羽 健康相談〈各地区〉

31同 町!I!-民税第3期・国民健康保険税第4期納期限、水道使用料(8 '9月分)納期限

16 

下南宮横雷宮西上志牛雷雷牛上横 山 住
野 Iì可 1 1 津 ~J: ì可之

林田 百原 EE 岡林川淵 EE 測林原 内 所

小村東英一 山吉田鈴岩森蓬松三橋窪高熊越 保山 田田頭木田 井田津本田橋野智
護英理仙哲雅弘裕昭康洋一英秀勝利 正
者仁夫人 也明司 史治弘一登樹一 士修

紗i和字ナt実み琴i雅i遼平己1俊也ヰ与大日伊い毅店重絵?彩tf郎EZ守慶子 ltfl斜 出

力日か彦?オぉ央ぉj毎み之? 志 L織f晃f A夏か こ也ゃ 生!尼
7 7 7 7 7 7 7 7 777  7 7 777  生. . . . . . . . . . . . . . . . 年
30 30 28 25 20 19 18 18 17 16 13 12 12 12 11 11 月日

戸
籍
の
窓

八
月
十
固
ま
で
の
届
出
分

お
誕
生
お
め
で
と
う

牛樋西志富志志宮 住
i掌~ ì幸 i幸 2

洲口岡川 I hl hl I 所
蒲大八松藤立酒福

保池下木友田石井田
護慎 信信成意武光

一勝樹吉 三彦則成 者

恭t留i則 ?f品 f zE佳栄f真ま苑S 出也ゃ史 LM.穂11翼 ぇ帆1I子ニ 生児
7 7 7 7 7 7 7 7 生

10 10 8 7 5 4 3 2 
年月
日

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

樋志樋北南志横田上下山田下志志田 住
津野野 i季原河 之 津 i章
口川口田田川 窪林林内窪林川 川 窪 所

松木村与 黒八東山天竹内佃大和松 z芝玉藤本竹 氏下 河塚 内 ー野 巷Y 回国 弁美岡
五三 富義孟ヨ紀久賓ミ郎郎庚篤勇策見三春孟享谷タ 子崇子 名

45 58 84 89 77 54 78 75 62 84 75 75 85 56 66 48 年dT』2 

8 8 8  8 8 8 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7  事E. . . . . . . . . . . . . . . . て=
。〉

9 9 7 7 4 4 31 31 30 28 25 20 18 15 15 11 臼

大会
町内各地区の獅子舞保存

会の皆さんによる古くから

伝わる獅子舞の競演です。

日時 10月 12 日出

午後1時30分

-4時30分
町民会館大ホール

重信町中央公民館

皿ヶ嶺一
10月 10 日嗣

午前8時(町民会館を出発)

募集人員 90名(先着順)

参加費無料

申し込み資格

小学生以上の町内居住者
(fê. し、小学生は保護者同

伴)

日時

NTT四国電話帳鮒印刷町民謀 ~791-O2 重信町大字志津川972番地 園(089)964-2001 (代表)編集愛媛県温泉郡重信町発行
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